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 1.資金分配団体としての休眠預金事業振り返り (RCF)

1

● 休眠預金事業を通じて、復興政策の新しいモデルを具体化

○ 以前は復興基金、東日本大震災では復興庁/復興交付金等がソフト分野の復

興を支えた。他方、その後の災害復興では復興政策のスタンダードが確立でき

ておらず、被災市町村が独自に復興を進めざるをえない状況に。

○ RCFは資金分配団体として、2019年千葉/東日本における現地復興支援団体

に休眠預金資金を提供し、新しい復興モデルを確立しつつある。また2020年熊

本球磨地域での復興支援も準備中である。

○ またウェブサイト「復興BASE」を開設し、復興の知見を新たな被災地に提供。ま

た藤沢が、復興庁と連携して復興の知見を発信。
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  2.休眠預金事業の今後への期待
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● 今後の課題

○ そもそもNPO/ソーシャルセクターの役割に、社

会課題の発見と可視化(社会化)、社会課題解決

にむけたモデル事業の確立(事業化)、社会全体

への解決モデルの浸透(制度化)がある。

○ “復興”という課題の発掘と事業確立を

JANPIA/RCFで進めてきたように、多様な課題カ

テゴリーにおける「社会化」「事業化」を資金分配

団体とJANPIAでさらに進めることが必要。

○ 「復興BASE」の取り組みのように、資金分配団

体による「制度化」も期待される。資金分配団体

による情報発信や、団体間の連携の場づくりを

JANPIAが戦略的に企画しサポートしていくこと

を望みたい。


